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全
板
連
技
術
研
究
委
員

会
は
愛
媛
県
技
能
開
発
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
「
チ
タ

ン
材
に
よ
る
新
工
法
開
発

研
究
会
」
を
開
催
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
研
究
会
に
は
全
国
各

地
よ
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
選
任
さ
れ
た
委
員
全
員

と
鋼
材
メ
ー
カ
ー
・
治
具

メ
ー
カ
ー
・
地
元
組
合
員

も
多
数
参
加
し
て
盛
況
に

行
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
「
チ
タ
ン
鋼
」

と
は
「
未
来
の
粗
材
」
「
夢

の
建
材
」
と
云
わ
れ
、
軽

く
て
耐
触
性
に
優
れ
た
高

価
な
鋼
材
く
ら
い
の
知
識

で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し

て
現
段
階
で
は
、
化
学
プ

ラ
ン
ト
や
原
子
力
発
電
所

航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
部
品

に
使
用
さ
れ
、
身
近
な
も

の
で
は
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム

に
使
わ
れ
る
も
の
で
、
建

材
と
し
て
実
用
化
さ
れ
る

の
は
ま
だ
先
の
事
と
思
っ

;弓悩

わ
ら
ず
、
そ
れ
相
当
の
報

酬
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
ま
す
ま
す
人
手
不
足

板
金
技
術
者
の
高
令
化
、

後
継
者
不
足
な
ど
が
深
刻

に
な
っ
て
来
る
時
に
、
メ

ー
カ
ー
・
設
計
者
・
施
工

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
良

質
の
材
料
を
使
用
し
た
付

加
価
値
の
高
い
、
利
益
率

の
い
い
仕
事
を
選
択
し
て

取
組
む
体
制
固
め
が
急
務

で
あ
る
。
そ
し
て
一
時
も

早
く
、
新
建
材
の
知
識
と

加
工
・
施
工
技
術
を
身
に

つ
け
る
事
、
す
な
わ
ち
情

報
の
先
取
り
、
技
術
の
先

取
り
が
望
ま
れ
る
。

チ
タ
ン
建
材
開
発
か
ら
四

年
と
の
事
で
ま
だ
／
、
問

題
点
も
多
い
。
し
か
し
日

進
月
歩
で
改
良
さ
れ
て
、

銅
板
や
カ
ラ
ー
ス
テ
ン
レ

ス
の
仲
間
入
り
す
る
の
も

そ
れ
程
遠
い
話
で
は
な
い
。

種
々
あ
る
金
属
建
材
の
中

で
は
チ
タ
ン
材
は
と
び
ぬ

け
て
高
価
で
あ
る
。

し
か
し
耐
触
性
に
も
と
び

ぬ
け
て
優
れ
て
い
る
事
か

ら
考
え
れ
ば
、
生
涯
コ
ス

ト
と
し
て
計
算
さ
れ
た
金

１
１

夢
の
新
建
材

０
⑤
、

″
チ
タ
ン
建
材
を
考
え
る
〃

０
⑤
、

″
チ
タ
ン
建
材
を
考
え
る
〃

の
回
転
数
を
セ
ッ
ト
し
て

ｎ
％
と
４
粥
の
キ
リ
で
ス

テ
ン
鋼
叱
溌
叫
係
、
チ
タ

ン
“
粥
叱
協
の
各
一
一
種
の

穴
明
け
作
業
を
行
っ
た
。

ス
テ
ン
鋼
に
は
皿
粥
キ
リ

の
場
合
、
回
転
数
が
高
い

せ
い
か
摩
擦
に
よ
り
熱
が

発
生
し
、
か
な
り
の
焼
け

を
お
こ
し
て
煙
が
発
生
す

る
と
共
に
加
工
硬
化
も
生

じ
た
。

チ
タ
ン
鋼
の
方
は
ス
テ
ン

鋼
ほ
ど
の
摩
擦
熱
の
発
生

や
加
工
硬
化
は
み
ら
れ
ず

煙
も
な
か
っ
た
。

裏
面
の
か
え
り
に
つ
い
て

も
、
ス
テ
ン
鋼
の
方
は
か

な
り
の
「
か
え
り
メ
ク
レ
」

が
で
た
が
、
チ
タ
ン
の
方

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
き
れ

い
に
又
簡
単
に
穴
明
け
作

業
を
行
う
事
が
で
き
た
。

４
粥
キ
リ
の
場
合
も
同
様

で
あ
っ
た
。

な
お
、
キ
リ
径
と
回
転
速

な
お
、
キ
リ
径
と
回
一

度
を
適
切
に
組
合
せ

る
事
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

◎
溶
接
作
業

ｌ
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
ｌ

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
比

較
し
て
ナ
ゲ
ッ
ト
・
内

に
酸
化
ス
ケ
ー
ル
等

の
焼
き
跡
も
見
ら
れ

ず
き
れ
い
に
仕
上
る
。

電
流
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ン
鋼
よ
り
電
流

の
％
を
少
な
く
通
電

時
間
を
短
か
く
す
る

必
要
が
あ
る
。

て
い
た
が
過
日
、
屋
根
材

メ
ー
カ
ー
の
元
祖
ビ
ュ
テ

ィ
ェ
エ
業
が
施
工
し
た
、

中
伊
豆
の
「
真
光
教
神
殿
」

を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り

黄
金
色
に
輝
く
自
然
発
色

の
“
暁
チ
タ
ン
材
を
使
用

し
た
屋
根
を
見
た
時
、
素

晴
ら
し
い
出
来
栄
え
と
共

に
、
チ
タ
ン
鋼
が
建
材
と

し
て
着
実
に
進
歩
し
つ
つ

あ
る
事
を
認
識
し
た
も
の

で
あ
る
。

今
回
チ
タ
ン
材
研
究
会

に
参
加
し
て
、
鋼
材
メ
ー

カ
ー
の
営
業
サ
イ
ド
や
技

術
的
な
事
、
委
員
長
の
体

験
談
を
耳
に
し
て
、
チ
タ

ン
建
材
が
板
金
業
者
の
手

の
届
く
処
ま
で
実
用
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
次
第
で
あ
る
。

好
況
を
続
け
る
建
設
業

界
に
あ
っ
て
、
我
々
板
金

業
者
も
多
忙
な
毎
日
で
あ

る
。
し
か
し
高
所
作
業
や

危
険
作
業
が
多
い
に
も
係

｡
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ス
ポ
ッ
ト
溶
接

卜
が
あ
る
。

◎
実
地
研
究

ｌ
ロ
ー
ル
成
型
１

瓦
棒
成
型
を
カ
ラ
ー
鉄
板
、

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
Ｓ
Ｖ
Ｓ
狐
、

チ
タ
ン
“
現
を
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
八
段
数
の
成
型

機
で
成
型
加
工
を
行
っ
た

が
、
段
数
が
多
い
事
も
あ

っ
た
た
め
か
、
三
種
類
と

も
同
じ
よ
う
な
成
型
加
工

が
で
き
た
。

ｌ
切
断
作
業
ｌ

チ
タ
ン
は
ス
テ
ン
レ
ス
よ

り
粘
り
が
多
い
た
め
か
上

刃
と
下
刃
の
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
を
通
常
の
条
件
（
板
厚

の
４
１
８
％
）
で
切
断
作

業
を
行
っ
た
ら
、
刃
に
引

っ
付
く
感
じ
が
し
た
。

切
断
材
の
幅
は
通
常
板
厚

の
印
倍
以
上
に
し
た
方
が

よ
い
。
勇
断
面
幅
が
小
さ

い
と
、
曲
り
・
そ
り
．
ね

じ
れ
な
ど
が
生
じ
る
。

な
お
ハ
サ
ミ
に
よ
り
切
断

作
業
で
は
、
ス
テ
ン
レ
ス

よ
り
も
抵
抗
感
が
な
く
や

わ
ら
か
い
感
覚
で
切
れ
た
。

ｌ
曲
げ
作
業
ｌ

圧
力
の
大
き
い
ベ
ン
ダ
ー

で
曲
げ
作
業
を
行
っ
た
が

ス
プ
リ
ン
グ
バ
ッ
ク
の
問

題
は
ス
テ
ン
鋼
と
ほ
と
ん

ど
変
り
は
な
い
。

た
だ
し
、
チ
タ
ン
材
は
材

質
自
体
の
弾
性
が
強
い
た

め
、
曲
げ
加
工
に
は
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

ｌ
穴
明
け
作
業
ｌ

川
回
転
の
条
件
に
ド
リ
ル

ｌ
シ
ー
ム
溶
接
ｌ

加
圧
に
つ
い
て
は
、
ス
テ

ン
鋼
と
同
じ
で
あ
っ
た
が

電
流
の
％
を
少
し
下
げ
、

速
度
の
方
は
少
し
速
く
す

る
必
要
が
あ
る
。

仕
上
り
面
の
焼
け
跡
に
つ

い
て
は
ス
テ
ン
鋼
よ
り
酸

化
ス
ケ
ー
ル
が
少
く
き
れ

い
に
仕
上
っ
た
。

ま
た
溶
接
歪
み
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
以
上

な
お
チ
タ
ン
材
は
“
粥

よ
り
各
種
あ
り
、
国
内
で

は
神
戸
製
鋼
・
新
日
鉄
な

ど
四
社
が
製
造
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
製
造
コ
ス
ト

が
高
く
一
ト
ン
当
り
約
五

○
○
万
円
で
あ
る
。

材
料
問
屋
さ
ん
を
通
じ
て

二
○
○
彬
位
か
ら
出
荷
し

て
く
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。

全
板
連
技
術
研
究
委
員
会

斉
藤
充
昭

(1)平成２年３月１５日

額
は
、
手
の
出
ぬ
よ
う
な

価
格
で
は
な
い
と
思
う
。

夢
の
建
材
チ
タ
ン
鋼
に
関

心
を
持
た
れ
る
事
を
切
望

し
た
い
。

以
下
研
究
会
の
ま
と
め

の
一
部
で
あ
る
が
、
少
し

で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

チ
タ
ン
材
の
特
性
に

つ
い
て

◎
耐
食
性

チ
タ
ン
は
表
面
の
安
定
し

た
酸
化
被
膜
（
不
動
態
被

膜
）
に
よ
り
、
優
れ
た
耐

食
性
を
有
し
、
し
か
も
溶

接
．
折
曲
げ
加
工
な
ど
に

よ
っ
て
も
劣
化
し
な
い
。

各
種
の
建
材
に
比
べ
、
海

塩
粒
子
（
塩
害
）
や
紫
外

線
、
そ
し
て
酸
性
雨
の
原

因
に
も
な
る
亜
硫
酸
ガ
ス

に
も
完
壁
に
耐
え
る
な
ど

優
れ
た
素
材
で
あ
る
。

◎
熱
的
特
性

チ
タ
ン
の
熱
膨
張
係
数
は

肥
１
８
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の

、

し
羽
ア
ル
ミ
板
の
約
姥
勺

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
レ
ン
ガ

と
ほ
ぼ
同
じ
値
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
チ
タ
ン
は
日

照
に
よ
る
熱
広
力
が
小
さ

い
の
で
建
材
に
最
適
な
素

材
と
い
え
る
。

又
熱
伝
導
率
が
ア
ル
ミ
板

の
池
袖
と
低
い
の
で
熱
貫

流
率
が
他
金
属
に
比
べ
て

小
さ
く
な
る
。
こ
の
結
果

熱
の
遮
蔽
効
果
（
断
熱
）

が
大
き
い
な
ど
の
メ
リ
ッ

愛知県

板金工業組今一
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ケ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
さ
れ
た
。

黒
田
青
年
部
長

が
タ
イ
語
と
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で

ブ
ー
ケ
を
受
取

る
と
、
部
長
は

「
オ
カ
マ
」
な

の
で
ブ
ー
ケ
を

も
ら
え
た
の
だ
、

と
言
っ
た
の
で

ド
ッ
ト
爆
笑
。

機
内
食
が
配
ら

れ
、
映
画
「
バ

ッ
ト
マ
ン
」
の

上
映
、
時
間
の

経
つ
の
が
早
か

っ
た
。

機
内
放
送
で
、

時
計
を
二
時
間

遅
ら
せ
た
。

機
外
に
降
り

立
つ
と
日
本
と

違
い
熱
風
が
体

を
包
ん
だ
。

冷
房
を
つ
け
た

パ
ス
で
ホ
テ
ル

の
タ
イ
王
国
海
外
視
察
研

修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
日
本
か

ら
タ
イ
へ
進
出
し
て
い
る

企
業
の
視
察
等
、
青
年
経

営
者
と
し
て
国
際
的
視
野

平
成
二
年
二
月
一
日
’

五
日
、
中
央
会
青
年
部
と

し
て
、
タ
イ
王
国
の
方
々

と
の
交
流
を
昨
年
来
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平

成
元
年
部
事
業
と
し
て
初

＋

中
央
会
青
年
部

タ
イ
王
国
経
済
研
究

視
察
団
に
参
加
し
て

１画?鴬記

に
向
っ
た
。
交
通
は
、
日

本
と
同
じ
左
側
通
行
で
あ

っ
た
。
日
本
車
の
中
古
が

多
い
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し

た
。
道
路
に
は
ボ
ン
ネ
ッ

ト
を
開
け
た
車
を
あ
ち
こ

ち
で
見
か
け
た
。

夕
食
は
海
鮮
料
理
店
「
サ

ボ
イ
」
で
、
エ
ビ
料
理
・

ス
イ
カ
・
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

等
々
フ
ル
ー
ツ
が
お
い
し

か
っ
た
。

ホ
テ
ル
は
「
ラ
ン
ド
・
マ

ー
ク
」
（
バ
ン
コ
ッ
ク
で

一
番
良
い
？
）
そ
う
だ
。

一
一
日
目
、
六
時
に
モ
ー

ニ
ン
グ
コ
ー
ル
で
目
が
覚

め
た
。
バ
ス
で
水
上
マ
ー

ケ
ッ
ト
行
き
の
舟
付
き
場

に
来
た
。
舟
は
日
本
の
ジ

ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン

ジ
ン
に
八
シ
ャ
フ
ト
の
先

に
ス
ク
リ
ュ
ー
を
付
け
た

だ
け
で
音
が
や
か
ま
し
く

排
気
ガ
ス
が
く
さ
か
っ
た
。

水
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
く

途
中
の
家
々
は
水
面
す
れ

す
れ
に
建
っ
て
い
た
。

川
で
食
器
を
洗
っ
た
り
、

風
呂
に
は
い
つ
た
り
と
便

利
そ
う
だ
。

暁
の
寺
に
着
い
た
。
王
宮

エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
の
ご
と

く
細
か
い
細
工
で
素
晴
ら

し
か
っ
た
。

昼
食
は
マ
ノ
ー
ラ
に
て

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の

食
事
。
そ
の
後
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
。
夕
食
は
チ
ッ
ト
ポ

ー
チ
ャ
ナ
と
言
う
店
で
タ

イ
料
理
を
食
べ
た
。

西
春
支
部
鈴
木
実

（

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
海

外
に
お
い
て
日
本
を
見
直

し
、
タ
イ
王
国
の
活
力
を

肌
で
感
じ
る
絶
好
の
機
会

で
あ
る
と
思
い
参
加
し
て

来
ま
し
た
。

二
月
一
日
、
朝
十
時
四

十
五
分
、
名
古
屋
空
港
タ

イ
国
際
航
空
、
雌
便
に
て

空
路
タ
イ
ア
イ
ラ
ン
ド
に

出
発
、
六
時
間
半
の
旅
で

あ
る
。機

内
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ

ス
か
ら
「
ラ
ン
」
の
ブ
ー

三
日
目
、
今
日
は
企
業

訪
門
し
た
。
バ
ン
コ
ッ
ク

か
ら
三
時
間
、
山
の
中
の

パ
ラ
ウ
ッ
ド
グ
ロ
ア
ッ
プ

社
で
、
イ
ス
と
テ
ー
ブ
ル

を
作
っ
て
い
た
。

材
料
は
ゴ
ム
の
木
だ
そ
う

だ
。
社
の
会
長
は
日
本
人

の
森
さ
ん
と
い
う
人
で
、

タ
イ
の
旅
行
中
に
ゴ
ム
の

木
が
切
り
倒
さ
れ
ば
か
つ

て
あ
っ
た
の
を
見
て
、
何

か
役
立
つ
事
は
な
い
か
と

思
い
、
家
具
を
作
ろ
う
と

考
え
た
の
が
始
ま
り
だ
そ

う
だ
。
ゴ
ム
を
取
る
の
に

六
年
ほ
ど
か
か
り
、
十
年

ほ
ど
ゴ
ム
を
取
っ
た
後
、

二
十
年
で
そ
の
ゴ
ム
の
木

は
伐
採
さ
れ
る
。
ゴ
ム
の

木
は
虫
に
弱
い
の
で
五
年

ほ
ど
研
究
を
し
て
防
腐
材

を
作
っ
た
。

日
本
で
作
れ
ば
、
人
件

費
と
人
手
不
足
が
あ
る
の

で
、
現
地
加
工
す
る
か
ら

安
く
出
来
る
と
思
っ
た
そ

う
だ
。

こ
の
会
社
は
、
社
員
二
百

名
、
出
社
率
八
十
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
最
低
賃
金
は
百

Ｂ
、
日
本
円
六
百
円
（
日
当
）

だ
そ
う
だ
。

見
学
後
「
パ
タ
ャ
ピ
ー
チ

の
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
フ
ビ
ー

チ
ホ
テ
ル
」
に
向
っ
た
。

四
日
目
は
、
小
旅
行
や

ゴ
ル
フ
・
プ
ー
ル
と
自
由

行
動
と
な
っ
た
。

以
上
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二
月
二
十
五
日
午
後
四

時
、
平
野
理
事
長
、
早
川

専
務
理
事
を
お
招
き
し
て

豊
川
市
外
に
あ
り
ま
す
、

豊
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

於
て
開
催
し
た
。

青
年
部
長
の
鈴
木
芳
郎
氏

の
司
会
で
、
開
会
が
宣
せ

ら
れ
た
。

平
野
理
事
長
か
ら
、
板
金

業
の
大
先
箪
と
し
て
県
板

理
事
長
と
し
て
、
又
こ
れ

か
ら
の
板
金
業
に
つ
い
て

の
動
向
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
早
川
専
務
か
ら
の
話

し
で
、
第
一
に
は
今
後
東

蕊蕊；

東
三
青
年
部
研
修
旅
行

巽蕊識鍵遜蕊謹篭
識擬蕊蕊霊鐸鰯

謬鯵冬'一輯

一
一
】
画
一
。
↑
』
一
一
》
■
一
一
一
宇
■
』
一
》
画
Ｐ
戸
一
一
■
『
壷
Ｐ
■
一
一
戸
・
画
一
一
一
“
専
一
一

噸
鍛
睡
灘
一
一
畷
騨

一
一
・
『
『
一
『
■
口
一
一
ご
幹
『
』
『
■
○
戸
】
■
一
輔
『
旬
■
■
一
一
■
』
『
一
画
■
ロ
一
一
Ｐ
宮
亭
再

浄
土
宗
西
山
派
に
属
す

る
寺
院
で
、
通
称
「
飛
保

の
塁
陀
羅
寺
」
と
よ
ば
れ

て
い
る
。
浄
土
宗
の
古
剃

で
、
尾
北
に
お
け
る
最
も

格
式
の
高
い
霊
場
で
あ
る
。

寺
域
一
万
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
で
桧
皮
葺
の
正
堂
を

中
心
に
書
院
・
畳
陀
羅
堂
．

唐
門
（
中
門
）
牒
挨
来
門

（
南
門
）
等
の
蕊
を
つ
ら

ね
て
い
る
。

正
堂
は
、
京
都
御
所
の
紫

辰
殿
を
、
唐
門
は
同
じ
く

建
礼
門
を
擬
し
て
建
築
さ

れ
て
い
る
。

明
治
維
新
ま
で
は
池
石

余
の
朱
印
又
は
黒
印
を
戴

き
護
持
さ
れ
て
い
た
の
で

論
旨
や
織
田
・
豊
臣
・
徳

川
か
ら
下
附
さ
れ
た
古
文

書
類
、
国
、
県
、
市
指
定

の
文
化
財
の
宝
物
を
多
数

理
事
長
・
専
務
理
事
と

座
談
会
開
く

震蝿
驚
嬢 !;鱗

鱗
藤
記細

鰯

驚

!;灘繊！

蕊蕊
．．:#割

鰯

５
月
半
ば
の
約
一
ヶ
月
は

優
雅
な
正
堂
と
塔
頭
の
寺

域
は
公
園
と
相
和
し
、
花

夫
々
の
色
彩
と
香
気
に
満

ち
、
花
の
衣
裳
を
着
飾
る

姿
は
実
に
見
事
で
あ
る
。

煤
煙
と
騒
音
を
離
れ
て
、

園
内
を
春
の
一
日
散
策
さ

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

●
交
通
案
内
．

東
海
道
線
木
曽
川
駅
か
ら

６
キ
ロ
、
尾
張
一
宮
駅
か

ら
東
北
８
キ
ロ
、
名
鉄
犬

山
線
江
南
駅
か
ら
２
キ
ロ

の
西
方
の
地
に
あ
り
、
一

宮
駅
か
ら
バ
ス
に
て
釦
分
。

江
南
駅
か
ら
バ
ス
で
妬
分
。

寺
の
北
方
に
木
曽
川
の
清

流
が
横
た
わ
り
、
流
れ
に

沿
っ
て
犬
山
・
明
治
村
に

通
じ
て
い
る
。

毒国月面

三
板
金
工
業
組
合
が
県
板

と
の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ

う
に
し
て
深
く
考
え
て
い

く
か
を
話
さ
れ
た
。

又
過
去
の
こ
と
も
少
し
話

さ
れ
、
青
年
部
に
課
せ
ら

れ
た
問
題
、
東
三
板
金
工

業
組
合
と
し
て
、
見
直
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

時
間
の
過
ぎ
る
の
は
早
い

も
の
で
、
二
時
間
余
り
の

座
談
会
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
非
常
に
良
い
研
修
会

が
出
来
ま
し
た
。

続
い
て
場
所
を
変
え
、

鴬
凶

Ｈｎ

§

灘
凸

毒
．
●
『
・
緋
《
蕊
謬
謬
蕊

を蒲

蕊織議嬢

一
一典

江
南
鱗

紬号

患蕊

繍灘総iｉ
；

|咲き跨る蕨の花！

繍 議

六
時
か
ら
懇
親
会
に
移
り

ま
し
た
。

山
本
前
部
長
の
乾
杯
の
音

頭
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

座
談
会
の
名
残
り
で
話
し

晩．

鍵

鱗

【⑪

県
板
事
務
局
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
昨
年
三
月
変
更

致
し
ま
し
た
が
（
愛
板
郡
号
掲
載
）
、
ま
だ
ま
ち

が
っ
て
掛
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

附
哩
ｌ
趣
１
噸
番
（
剛
専
用
）

〈
岡
川
卿
脚
梱
〉
県
板
事
務
局

永
年
に
百
一
り
、
全
板
国
保
関
係
の
業
務
を
担
当

さ
れ
て
い
た
渡
辺
貞
子
さ
ん
が
、
３
月
釦
日
停
年

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
は
、
今
枝
由
紀
子
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

渡
辺
さ
ん
同
様
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

が
は
ず
み
、
カ
ラ
オ
ケ
等

で
宴
が
盛
り
上
が
る
う
ち

に
、
九
時
過
ぎ
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

東
三
脇
坂

の
文
化
財
の
宝
物
を
多
数

所
蔵
し
、
毎
年
４
月
弱
日

か
ら
５
月
５
日
ま
で
こ
れ

等
の
宝
物
を
一
般
に
展
観

し
て
い
る
。

こ
の
寺
の
前
一
円
が
、

ま
ん
だ
ら
寺
公
園
と
し
て

園
内
に
は
Ⅱ

５

鴬 繍
繍
織
繍

｡G⑫

謹鎚
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第２３７号 板 平成２年３月１５日（４）

●

現
場
で
働
く
作
業
員
は

頭
部
を
守
る
安
全
帽
・
あ

ご
紐
を
完
全
に
締
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命

を
救
い
、
作
業
の
安
全
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

そ
の
安
全
帽
の
歴
史
は
古

く
、
戦
場
に
於
け
る
鉄
カ

ブ
ト
に
由
来
す
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、

イ
タ
リ
ア
の
ム
ッ
ソ
リ
ー

ー
ー
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
自

軍
の
士
気
を
高
め
る
た
め

に
ス
マ
ー
ト
な
装
備
と
い

う
こ
と
で
、
初
め
て
鉄
カ

ブ
ト
が
作
ら
れ
た
。
そ
の

後
の
改
良
に
よ
り
現
在
用

い
ら
れ
て
い
る
安
全
帽
と

な
り
、
そ
の
形
態
学
視
点

か
ら
ほ
と
ん
ど
理
想
の
域

に
達
し
て
い
る
と
い
っ
て

い
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
日
露
戦
争
当
時
は

戦
列
者
の
頭
部
に
な
ん
ら

の
防
護
も
ほ
ど
こ
さ
ず
、

忠
勇
な
る
将
兵
の
頭
部
は

敵
戦
下
に
無
抵
抗
の
状
態

に
あ
っ
た
た
め
、
頭
部
戦

傷
率
は
全
傷
者
の
”
％
と

い
う
高
率
を
示
し
て
い
た
。

そ
れ
が
イ
タ
リ
ア
の
鉄
カ

ブ
ト
開
発
に
よ
り
、
第
二

次
世
界
大
戦
で
は
肥
％
に

低
下
し
て
い
る
。

鉄
カ
ブ
ト
は
浅
か
ら
ず
、

深
か
ら
ず
、
そ
の
大
き
さ

十
一
口
安
全
メ
モ

保
護
具
装
着
は

安
全
の
基
本
／

画
「
子
猫
物
語
」
の
主
役

子
猫
の
チ
ャ
ト
ラ
ン
の
相

棒
「
プ
ー
助
」
と
同
種
で

あ
る
。
我
が
家
の
「
ブ
ッ

チ
」
（
犬
の
名
前
）
は
昭

和
五
十
三
年
三
月
生
ま
れ
。

人
間
で
云
え
ば
相
当
の
高

齢
で
あ
る
。
前
歯
は
ぬ
け

ち
ょ
っ
と
走
る
と
息
切
れ

が
す
る
「
じ
い
さ
ん
ブ
ッ

チ
」
で
あ
る
が
、
な
か
な

か
元
気
も
の
だ
。

こ
の
じ
い
さ
ん
ブ
ッ
チ
が

一
日
一
食
の
エ
サ
を
食
べ

出
す
と
必
ず
現
わ
れ
る
の

が
五
’
六
羽
の
ス
ズ
メ
で

あ
る
。
お
こ
ぼ
れ
頂
戴
と

ば
か
り
に
、
食
べ
終
る
の

を
庭
石
の
上
や
木
の
枝
で

待
っ
て
い
る
。

エ
サ
鉢
を
は
な
れ
た
と
た

ん
に
サ
ッ
と
寄
っ
て
く
る

ス
ズ
メ
た
ち
。

こ
ぼ
れ
た
飯
ツ
ブ
を
捨
う

ス
ズ
メ
達
を
、
芝
生
に
寝

こ
ろ
が
っ
て
眺
め
る
「
じ

い
さ
ん
ブ
ッ
チ
」
共
存
共

栄
？
平
和
な
冬
の
交
歓

風
景
で
あ
る
。

二
月
二
十
七
日
㈹

二
三
七
号
編
集
会
議

委
員
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

八
鍔
編
集
後
記

は
一
定
し
て
い
た
た
め
万

人
の
装
着
に
適
し
、
そ
の

曲
面
は
全
く
恰
好
の
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
理
想
的
な
鉄
カ

ブ
ト
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

使
用
に
落
度
が
あ
っ
て
は

防
具
と
し
て
の
性
能
に
欠

け
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
。

例
え
ば
ア
ミ
ダ
の
よ
う
に

前
頭
部
の
防
護
を
忘
れ
た

か
ぶ
り
方
は
折
角
の
頭
部

保
護
が
ム
ダ
に
な
る
。
緊

迫
度
は
い
く
ぶ
ん
調
節
し

て
、
鋭
い
シ
ョ
ッ
ク
を
吸

収
す
る
よ
う
な
装
置
に
も

な
っ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、

頭
部
防
具
と
し
て
広
く
鉄

カ
ブ
ト
が
用
い
ら
れ
、
野

戦
に
、
敵
前
上
陸
に
、
は

た
ま
た
塑
壕
戦
に
、
敵
の

火
器
に
対
し
、
鉄
カ
ブ
ト

が
優
秀
な
防
具
と
し
て
価

値
を
発
揮
す
る
の
を
確
認

し
た
と
の
由
、
そ
し
て
個

々
の
将
兵
の
頭
部
を
守
る

こ
と
に
多
大
な
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
を
、
も
う
一
度

確
認
し
た
い
。
そ
れ
と
同

時
に
安
全
帽
の
価
値
を
再

認
識
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

最
近
現
場
で
目
立
つ
の
は

「
保
安
帽
の
着
装
の
な
い

方
の
立
入
禁
止
」
の
看
板

が
目
に
つ
く
。
現
場
が
小

二
月
と
云
え
ば
一
番
寒

さ
の
厳
し
い
時
節
で
あ
る

の
に
、
今
年
は
四
月
頃
の

気
温
と
か
で
何
と
な
く
変

な
気
分
で
あ
る
。

今
日
も
又
、
庭
先
の
植

木
や
庭
石
の
上
に
置
い
た

ミ
カ
ン
を
目
当
に
、
ひ
よ

ど
り
や
メ
ジ
ロ
が
可
愛
い

鳴
声
を
た
て
な
が
ら
や
っ

て
来
る
。
ど
こ
で
見
て
い

る
の
か
知
ら
な
い
が
、
ミ

カ
ン
を
置
い
て
三
分
も
た

た
な
い
う
ち
に
飛
ん
で
く

る
の
で
あ
る
。
ひ
よ
ど
り

は
単
独
行
動
、
メ
ジ
ロ
は

集
団
行
動
だ
。
別
に
ェ
づ

け
を
す
る
つ
も
り
で
や
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
け
れ

ど
、
小
烏
た
ち
が
あ
た
り

に
注
意
し
な
が
ら
、
エ
サ

を
つ
い
ば
む
可
愛
い
し
ぐ

さ
で
心
が
な
ど
み
、
つ
い

や
め
ら
れ
な
く
な
る
。

あ
る
時
、
ミ
カ
ン
を
食
べ

て
い
た
ひ
よ
ど
り
が
、
ど

こ
か
の
猫
に
捕
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
本
当
に
可
哀
相

な
こ
と
を
し
た
。
も
と
も

と
あ
ま
り
好
き
で
な
か
っ

た
猫
が
そ
れ
以
後
大
キ
ラ

イ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

我
が
家
に
は
、
中
国
原

産
・
パ
グ
種
の
オ
ス
犬
が

い
る
。
御
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
と
思
う
が
、
三
年

位
前
に
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん

が
動
物
王
国
で
作
っ
た
映

国

さ
い
と
か
、
誰
も
い
な
い

か
ら
と
か
、
監
督
さ
ん
が

言
わ
な
い
な
ど
と
い
う
人

が
い
る
が
認
識
不
足
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
災
害

が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。

自
分
か
ら
進
ん
で
身
に
付

け
る
習
慣
を
備
え
よ
う
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

は
ち
碁
３
よ
り
蒋
な
ス
タ
イ
ル

ヘ
ル
メ
ッ
ト

点検シートを用いてチェックして見よう

ヘルメットの完全着用

作画『皿丁皿HJI時酉貯晶

股 状 装況 服 安 全 帯

認
〃
蝋

息納

寧
察

こ
川
固 熟

血

③
墨

税Ｑ２となぅ|子
、

や
っ
て
く
る

今
一
度
安
全
教

育
を
実
施
し
、

徹
底
し
た
指
針

を
基
に
、
平
成

２
年
度
も
無
災

害
で
築
こ
う
。

ご
安
全
に
／沼

漂

ｉ安全対策Ｉ

Ｂ作案現場では､いつでもヘルメプトを

薪用する．

⑧あごひもをしっかりかける．

｡規楢に合ったヘルメットを用いる。

｡古く虻っﾆﾍﾙﾒプﾄは使用しない．

Pl

愛

].'陸士屋を強打しているか
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点
の
一
つ
と
し
て
消
費
税
も
争
わ
れ

有
権
者
の
関
心
を
集
め
た
。
私
も
そ

の
一
人
で
、
今
後
少
し
で
も
納
得
出

来
る
消
費
税
の
納
税
方
法
を
望
ん
で

い
る
。
中
川
・
港
福
田

た
。
消
費
税
に

関
し
て
は
、
益

税
と
い
っ
た
新

し
い
一
一
三
栗
ま
で

生
ま
れ
る
。

先
の
参
議
院
選
、

衆
議
院
選
共
焦

毎
月
弱
日
に
行
な
っ
て
い
る
、
中

川
・
港
の
定
例
会
だ
が
、
今
月
２
月

は
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申
告
に

備
え
て
略
日
に
行
わ
れ
た
。
特
に
昨

年
導
入
さ
れ
た
消
費
税
に
関
し
て
は

始
め
て
の
申
告
で
あ
る
。
公
認
会
計

士
を
招
き
一
人
一
人
丁
寧
に
指
導
を

受
け
た
。
日
頃
の
会
合
と
は
一
寸
違

っ
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。
丁
度
一
年
前

「
消
費
税
と
は
」
の
説
明
会
の
時
と

同
様
に
、
皆
真
剣
に
先
生
に
相
談
し

税
に
備
え
て
鋼
搾

・
・
・
‐
似
．
、
。
。
，
。
．
ｒ
Ｐ
、
や
ざ
‐
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